
第１０８回 広島数理解析セミナー （２００７年度）

Hiroshima Mathematical Analysis Seminar No.108

日時 ： ６月８日（金）１６：３０～１７：３０

場所 ： 広島大学理学部 Ｂ７０７　

講師 ： 柴山　允瑠 氏 （京都大学）

題目 ： 直線 3 体問題の振動解と周期解

　

要旨 ： 3 体問題のより易しい場合として直線 3 体問題を考えられるが，これはまだよ

く分かっていない．Xia と Saari は McGehee による 3 体衝突特異点のブロー

アップの理論を応用し振動解を得た．今回はそれを 2 体衝突だけをブローアッ

プした視点からさらに詳細に見ていき，彼らの結果を拡張する．軌道を 2 体

衝突の回数によって記号化し，その記号の両側無限列に対してそれを実現する

直線 3 体問題の解が存在することを証明する．そのことによって新たな振動

解と周期解が得られる．
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